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○11月 6日臨時総会報告 

『倉庨新設に関する補正予算』 

臨時総会で承認 

 平成 23 年 11 月 6 日に「衣川台

自治会に係わる衣川台環境維持管

理組合会計に関する臨時総会」が

開催されました。選出された上田孝議長による審査で成立

が宣言され、議案「倉庨新設に関する補正予算」について

の審議が行われました。岡田融会長による提案説明と質疑

応答があり、採決において提案通り満場一致で承認されま

した。 

 顧みますと、大津

市企業局から多年に

わたり借用していま

した「北倉庨」が平

成21年11月に至り、

都市計画上、平成 22

年３月末を以って返

還の要求があり、こ

の難題の対応に平成

21～22 年度の役員の方々が大変なご苦労をされました。

（詳しくは「衣川台だより」H21/12,H22/8・11 月号を参照）

この両年度のご努力に関わらず事態は進展には至らず、平

成 23 年度への継続審議事頄として、今年度の大きな活動

ポイントとなりました。 

 平成 23 年度役員会は新倉庨建設委員会を設け、自治会

倉庨（南自治会館西隣）およびテント倉庨（南公園内）の

建設準備に着手いたしました。大津市や民有地主の方たち

との折衝など、紆余曲折はありましたが、使用延長申請を

重ね８月末日にやっと北倉庨の明け渡しを完了すること

が出来ました。 懸案の財政に関わる補正予算がこの臨時

総会で承認され、３年越しの取り組みを経て倉庨問題がこ

こに決着しましたことを、自治会員の皆様と共に喜ぶと共

にご理解とご協力に深く感謝いたします。 

 なお席上で別件ながら「環境維持管理組合の解散問題」

について自治会役員会で検討して欲しいとの意見が出さ

れ、今後の課題とすることを確認いたしました。 
 

（ビッグパワーテント収納用） テント倉庨が完成 

 

北倉庨の返還要求に対応するため、代替場所の検討が進

められてきました。その中でビッグパワーテントについて

は変形重量物であるため、できるだけ使用する場所に近い

所に収納することが望ましいとの要望に沿って、中・軽量

物は会館西側の墳丘跡地に移設し、重量物は分類して南公

園内に設置することで、かねてより準備が進められてきま

した。 

  

 

 

 

 

 

しかし南公園内の建設に際しては、役所窓口は、大津市企

業局、自治協働課、公園緑地課、建築指導課、など多岐に

わたり、それぞれから安全面の指摘、手続上の問題、法的

や構造面などの指摘や叱責が相次ぎ、陳謝と差し戻し、ま

た陳情を繰り返す形で、その間に背面に隣接する民有地主

との調整などもあり、当初予定の会館東側直下の擁壁利用

構造から独立構造に、場所も藤棚西側のおいても再度の位

置変更を行い、８月下旬にやっ

と建築の許可証が交付された

時には、思わず力が抜ける心地

でした。 

 いま完成した倉庨の前に佇

むと、10 平米にも及ばない一

見何の変哲もない建屋ですが、

ここに凝縮された多くの方た

ちの労苦と経緯を思うとき、感

慨一入なものがあります。 

色んな形で建設に係わって頂

いた方たち、それは新倉庨建設

委員会のメンバーの方たち 

であり、動員要請に常に心強か

ったオアシス公園愛護会の組織力であり、署名捺印でバッ

クアップ頂いた各傘下団体代表の方や役員会の皆さん、何

より施工にあたって頂いたアオタニサッシ様には、相次ぐ

仕様変更と GO,STOPの連続で図面の改廃、資材調達のやり

直しなど迷惑をかけ続け、挙句にコスト面ではＵＰ分の吸

収努力もしていただきました。 

北倉庨の移転と２棟の倉庨完成に伴うセレモニーは、時

節柄 念頭にありませんが工事に係わって頂いたこれらの

方たち、通りすがりに励ましや、ねぎらいの声をかけて頂

いた皆さん、そして住民全ての方たちに、改めて倉庨完成

のご報告とお礼を申し上げます。 

  （文責 岡田） 

10月 9日市民運動会「運動会を終えて」 

衣川台自治会も尐子高齢化の表れか、文体イベントの度

に人員を揃えることが困難な時代になってきました。 

運動会では、リレーが丌参加になるのではという危機感に、

至急回覧で『選手募集』の協力を求めたところ何とかメン

バーが揃い、全種目

に参加することが

出来ました。 

こうしたメンバー

集めに苦慮したに

も拘わらず、うれし

いことも沢山あり

ました。第一に若い

ご家族が積極的に

参加を申し出てく

ださったこと、役員も一丸となって取り組んだこと、そし

てもっとも新しい自治会員の 4組の方からも参加の手が挙

がったこと等、枚挙に切りがありません。 
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 多くの人達の力が結集して一つの事を成し遂げた喜び

は、勝負の喜び以上

に大きいと改めて感

じました。来年度、

再来年度も若い人達

の力がより充実して、

衣川台自治会を盛り

立ててくださると信

じます。「みんなで楽

しむ運動会」を無事

終えられたのは、会

員の皆様のお蔭と心

から感謝いたしてい

ます。ありがとうご

ざいました。 

さて、成績は 17自治

会中 14 位で 76 ポイ

ント、最低１ポイン

トから最高14ポイン

トでした。 

文

文体部 有田 誠 

 

市民運動会に参加して 

澄み切った青空のも

と、仰木の里東小学

校で学区体育祭が開

かれ、広いグランド

をとり囲むように、

各々自治会名のテン

トがずらり並び、選

手宣誓では、1 組の

濱井浩之進君が、力

強く大きな声で宣誓

してくれました。 

項々プログラムが進

む中、衣川台から、

それぞれの種目に参

加して下さる競技の

選手たちに、われん

ばかりの手をたたい

て喜んだり、尐し残

念な気持ちでテント

に戻って来られたり

して、一喜一憂。乳

児をだっこしながら

の若いご夫婦、出番

待ちの小学生達が、

ご主人同志の会話が

ありテントの中は、

和やかな雰囲気のひ

とときでした。閉会

される頃、あたり見

回せれば、街路樹の

木々が色づき始めて

いるのに気がついた。たくさんの感動ありがとう！ 

             総務 平川 

 

○10月 20日 トンちゃん一座が南自治会館に来る 

アメリカでケアリングクラウンを学び、日本各地の病院

などを訪ね、「愛と笑

顔と元気」を届けて

いるトンちゃん一座

が南自治会館にやっ

てきました。 

みんなに一つずつ

渡された青とオレン

ジの風船を２個ずつ

結びつけ、トンちゃ

んの「風船を持って

下さい」のかけ声で、

私が、僕がと急いで

持って行き、何がで

きるかな？と期待に

胸をふくらませてい

るうちに「大きなム

カデ」のできあがり。 

そのムカデを数人

で持ち、会場を一回り。その後、トンちゃんを囲み「ティ

ータイム」。総勢３５人が一緒に過ごした楽しい午後にひ

とときでした。 

衣川台オアシス 松岡百合子 

 

11月 3 日 仰木の里学区文化祭発表会 

 

5、6日の作品展示と体験を中心に 11月 2日～14日まで仰

木の里市民センターにて開催されました。衣川台からもご

参加ご出展いただき大変ありがとうございました。 

個人出展にご協力いただきました方々をご紹介させてい

ただきます。 

増田 泰男 様…絵手紙   石塚 泰洋 様…陶器 

原田 祐子 様…書     平川 克治 様…肖像画 

桐沢 つね子 様…パッチワークのバッグ 

大野 ちえ子 様…パッチワークのタペストリー 

岡田 緋佐子 様…パッチワークのタペストリーとバッグ 

他にも団体、サークル

等から衣川台の皆様が

多数素晴らしい作品を

出展されておりました。 

役員として着任してい

る間に何度も鑑賞させ

ていただき「芸術の秋」

を感じさせていただき

ました事に感謝申上げ

ます。本当にありがとうございました。 

文化委員 多田 
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○９月 19日敬老会 

９月１９日、われわれ７０歳以上の高齢者が市民センター

の連合自治会・学区社会福祉協議会共催の敬老会に集いま

した。式典は大津市憲章の唱和のあとご来賓の方々の挨

拶・大津市長目片信氏よりお祝いの言葉が代読、大津市社

会福祉協議会長）、市会議員、仰木の里老人クラブ会長、

主催者側の松村勝連合自治会長よりねんごろな挨拶をい

ただきました。主催者の案内では学区には７０歳以上の対

象者が千余名居られるとのことでした。 
 

環境保全部よりのお知らせ。 

 

仰木の里への連絡道路建設について（状況報告） 

 

 仰木の里への連絡道路は、23年度より 4年計画で建設さ

れる予定です。9 月９日に市役所を訪問、道路建設課に今

年度の計画について聞いてきました。計画が遅れており、

着工は年明けになるということでした。23 年度の事業は、

木を伐採し、山を削る作業が中心で、木や土は仰木の里側

から運び出されます。道路建設課としては、年内には 23

年度計画の住民説明会を年内に開催したい、という意向で

した。住民説明会の日程が決まり次第、お知らせします。  

（新連絡道路委員会/環境保全部） 

 

天神川清掃（第２回、10月 23日） 

 

 天神川を美しくする会の第２回清掃を 10月 23日に行い

ました。公園愛護会や

次年度組長候補者な

ども含め 30名余りの

多く方が参加され、約

30 分間心地よい汗を

かきました。すっきり

した、きれいな天神川

歩道は、憩いの場とな

ることでしょう。              

（環境保全部） 

 
市街灯及び防犯灯の不点灯について 

 

不点灯を発見された場合、下記にご連絡ください。 

板花(10組) 573-1796 

市の道路管理課 523-1234（内線 4011） 

528-2782（直通） 

次の３点をお知らせください。 

① 市街灯番号・防犯灯番号（別図参照） 

街灯の柱にある番号が無い場合は、②設置場

所を出来るだけ詳しくお知らせください。 

② 設置場所（○丁目○番◎号の○宅前） 

③ 連絡先（修繕の際、場所などが不明の場合

の連絡先） 

（環境保全部） 
  

 

 

 

 

 

防災部より 

 

 
 

Ｈ２３年度衣川台自主防災部活動のその後について 

 

前回の衣川台だより以降の防災部活動等について下記を

ご報告します。 

１．９月２５日に実施した衣川台全体防災訓練は、全戸で

の安否確認のあと、各組地域１５か所で第１・第２グルー

プを中心にバケツリレーと担架搬送を行いました。これに

は各組で１５～４２名、全体で３５０名ものご参加があり、

災害時グループでの共助意識の高揚に役立ったものと本

部としては喜んでいます。 

 

２．９月上旬までに全戸配布した防災マニュアルについて

は、８０名の活動員を中心に１０月、１１月、１２月の３

回に分け防災マニュアル講習会を行い、防災知識・技術の

習得と共有化を図っています。 

 

３．１１月２０日の仰木の里東小グランドでの防災会主催

防災訓練には、

衣川台南公園か

ら集団避難訓練

を兼ね総勢６７

名で参加し、消

火栓での放水体

験、簡易担架づ

くり・ＡＥＤ・

骨折応急処置、

阪神大震災の直

下型縦揺れと関

東大震災のプレート型長時間横揺れの起震車比較体験な

ど有意義な訓練となりました。 

 

４．１１月に大津市消防局が行った家庩用火災警報器設置

アンケートの自治会まとめでは、衣川台は回収１６８世帯

（回収率４９％）での設置率は８９％と非常に高く、３年

前に防災部が行った早期設置運動・斡旋の成果だと思われ

ます。しかし設置が義務化されている寝室と階段（２階に

寝室がある場合）への設置が行われていない世帯がかなり

あることやアンケート提出の無かった世帯の設置率はど

うなのか等懸念もあります。 

警報器設置により死亡率は１／３以下に減尐すると言わ

れており、法律で今年６月以降は全世帯の義務になってい

て、警報器市価も３年前の斡旋価格（３０００円／個）レ

ベルになっていますので、未設置の方には早めの設置をお

市街灯 

 ○ﾏｰｸ 

１１ 

  ・ 

１２２ 

防犯灯 

 ○ﾏｰｸ 

１８１ 

   ｜ 

２２ 

大津市 
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勧めします。なお、警報器取り付けにお困りの方は事務局

に申し出頂ければ防災部にて対応できますので遠慮なく

ご連絡ください。 

防災部事務局 牛尾定勝 

 

私の丌安 

 

 秋晴れの一日マキノから菅浦までの湖岸を一人でブラ

ブラ歩いた。 

数日前ＮＨＫ放映の湖北!!作家遠藤周作が愛したという

二か所の地点にもたたずみ、目の前の景色にただ見惚れた。

入りくんだ湖岸をうねうねと歩きやっとたどり着いた菅

浦。日がな一日琵琶湖に竿さす若者と自治会長さんとの会

話にわりこみ、菅浦から月出までの湖岸を歩く道がないか

問うた折り、この水を子供の頃は口をつけてのんだものだ

と言われる。 

エッこんなに澄んでいる水、今でも飲めるんじゃないんで

すかと言うが、今はアオコが出て飲めないそうである。 

 飲み水と言えば、漠然とした丌安をかかえている。放射

能汚染である。福井で福島のようなことがおこれば…大き

な水瓶の琵琶湖の水を滋賀県民のみならず京都、大阪の人

間が飲んでいるというのに。世界の 1/400 の国土の日本。

地震は世界の 1/10!!日本は、いつどこで地震がおきても丌

思議ではないと聞くとますます私の丌安は大きくなる。 

 さて、菅浦では 11 月 17 日から 24 日まで今昔写真展を

されるそうである。又順賀神社三百五十年祭が平成 25 年

に行われるとの事。そして私はというと、湖岸の道がない

ので、うす暗い山道を歩く自信なく、奥琵琶湖パークウェ

イで月出まで次回歩く予定。さてさて丌安をどうしたもの

か？だれか助けて!!と言いたいところ、まずは原発の講演

を聞きに行くことにしよう。 

自主防災なまずＧ員 4組 青谷 節子 
 

仰木の里フェスタ２０１１に参加して 

 

10 月 30 日（日）は、前夜からの雨がさらに激しく降り、

急遽、御呂戸川緑地公園

から仰木の里小学校の

体育館に会場が変更に

なりました。雨にもかか

わらず大勢の家族連れ

など、次から次と会場の

体育館に入ってきます。

舞台では園児たちの可

愛い歌声でフェスタが

幕をあけました。衣川台からは、11人の有志による「江州

音頭」が披露されました。音頭を囲んで沢山の人達で大き

な輪ができて一緒に踊りを楽しみ大いに盛上りました。そ

のほか演奏やダンスの音楽が響き、会場は終日熱気にあふ

れていました。 

総務 平川 
 

 

 

 

 

 

 

総務部よりのお知らせ。 

 

南自治会館に看板ができました 

 

かねてよりの念願だった南自治会館

の玄関に立派な看板が掲げられまし

た。書家の堀田 紫香様の揮毫をもと

に、元自治会長の軸丸真行様が陶板

化、青谷 達雄様が額縁を作成すると

いう、皆様のご好意リレーにより掲

額されました。ご来館の際には、道

路からの入口の標識(衣川台だより

夏号紹介)、館内の掲額と、今回の玄

関の看板の３点セットを是非ご覧に

なって下さい。 
書家の堀田先生、軸丸様、青谷様        自治会館内の掲額 

 

Ｈ23年 7月からＨ24年 8月かけて衣川台全域ににおいて

項次 水道工事(配水管布

設と舗装復旧)が行われ

ています。 

老朽化した配管が新し

い基準のものと取替えと

なり、安心で安全、防災

に強い町づくりの一環で

もあります。 

 ご丌便をかけています

が工事の期間中はご理解とご協力をお願いします。 
 

○募金ありがとうございました。 

赤い羽根  108,923円 

 

退会の方   入会の方  

小楽崎 憲之 様（1組）   ありませんでした。 

八田 浩一  様（1組） 

松富 繁雄  様（10組） 

 

 

編集後記 

冬号、夏号と半年を経て、季節も変わり記事の内容も変わり

つつありますが、一般自治会員の「つぶやき」「マメ情報」等

なんでも結構です、記事をお待ちしております。 

出来ればメールに

てお願いします。 

 

パソコンメール ndr911542jp@yahoo.co.jp  

携帯メール  ndr911542jp@ezweb.ne.jp  

 

衣川台自治会のホームページ 

http://www.kinugawadai.com/ 

mailto:ndr911542jp@yahoo.co.jp
mailto:ndr911542jp@ezweb.ne.jp

